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●街角景気の現状判断 

25 年 5 月の景気ウォッチャー調査の結果が発表され、現状判断 DI は全国、関西ともに上昇する形とな

った（図表1）。 

全国が 2 ポイント近い上昇となった要因には、前月にトラン

プ関税の影響で大きく悪化した反動が挙げられる。一方、関西

は前月の落ち込みが軽微であった分、その反動は小さいもの

の、万博のプラス効果が徐々に出てきている。 

関西では全国と同様、インフレの長期化による悪影響のほ

か、トランプ政策による先行き不安が需要の重石となっている

ものの、万博への来場者が様々な業界で客足の増加につながっ

ている。 

 

●万博による街角景気への影響 

関西の街角景気における万博の影響を改めてみてみたい。 

本調査では景気判断に加え、それに付随する定性コメントも

聴取している。その中で万博への言及状況をみると、現状判断

での万博関連の総コメント数は全国で 39件であった。これは前

月調査と同じ数であるが、関西の占める数が前月の31件から26

件に減少している（図表2）。 

一見すると景気への影響が薄くなった印象がもたれるが、コ

メントに付随する景気判断はむしろ改善しており、5 月の現状

判断 DIの押し上げにつながっている。やはり前月に比べて来場

者数が着実に増えたことが大きな要因といえよう。 

万博の来場者数は緩やかな増加を続けており、5月 31日には

18万7762人と最多記録を更新した。それ以降も順調な推移が続

いており、6月の平均来場者数は 14.7万人と、15万人に近い水

準となっている。 

 

●地域別にみる影響の特徴 

現状判断に影響を及ぼしているコメントについて、万博以外

のキーワードも抽出すると、「訪日客」や「トランプ」、「イン

フレ」などが挙げられる。 

これらのキーワードによる、現状判断 DIへの影響を試算した

結果が図表 3である。万博の影響は、「訪日客」による効果を上

回り、5 月調査において最大のプラス効果を発揮している。そ
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～ 来場者の増加に伴い、各種効果が徐々に顕在化～ 
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の一方で、「トランプ」や「インフレ」が引き続き、景気判断

の重しとなっている様子もみられる。 

一方、万博関連のコメントにかかる業種別の特徴では、関西

とその他の地域で大きな違いがみられる（図表 4）。関西では百

貨店やホテル、コンビニでの言及が多く、特にインバウンド消

費との相乗効果を指摘するコメントが多い。 

その一方、その他の地域では旅行代理店が大半を占めるな

ど、小売等での売上増加につながるイメージはもたれていな

い。5月調査では、関西以外でのコメント数が 13件と、前月の

8 件から増加がみられたものの、業種の分布は前月とほとんど

変化していない。今後はどのタイミングでホテル需要のほか、

百貨店などの小売関連でプラスの声が出始めるかが注目され

る。 

 

●今後の注目点 

今後の景気全体の見通しでいえば、トランプ関税による世界経済の停滞や為替の急変などが不安視され

るほか、インフレによる消費への悪影響にも、引き続き警戒が求められる。加えて、インバウンドの動き

も楽観できないなど、従来とはトレンドが変化している。 

こうした状況の中、必ずしも万博が景気の牽引役とはなりにくいが、需要の下支え役としての期待は少

なくない。関西での動きはもちろん、他地域での様々な業種でのプラス効果の発現が大きな注目点といえ

よう。 
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【図表4】 
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